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人権啓発シリーズ 24-6
○高齢者の人権（大崎町人権教育・啓発基本計画より）
　

　施策の方向性

　①高齢者が豊富な人生経験や知識・知恵・技能を有する社会
　の一員として、地域のさまざまな活動に貢献する環境づくり
　に努めます。
　②高齢者が住みなれた地域で、安心・安全な生活を続けられ
　るように支援を行う総合機関としての『大崎町地域包括支援
　センター』に関する啓発と利用促進を図ります。
　③町老人クラブ連合会の積極的な活動の支援と加入促進を図
　ります。
　④高齢者の就労支援を図るために、『大崎町シルバー人材セ
　ンター』の活用を図ります。

　　　　　　第 60 回町民体育祭

　10 月 7 日（日）、町民体育祭が開催されま
した。中央運動公園改修と 60 回開催を記念
して鹿児島実業高校新体操部による演技披露
と国際交流で来日していたデポック市第四高
校生徒による民族舞踊が披露されました。

＊体育祭の様子は次号で紹介します。


